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 1・ 緒 言 二 酸 化 チ タ ンは契 の製 造 條 件 に依1),共 の製 凝1であ るTiO2の 物 理的 性 質 に

相 當 顯 著 な差 異 を示 し,此 の 物 理 的 性 質 の差異 は亦 酸 化,還 元 等 の化 撃反 感 等 に顯 著 な影 響 を

現 わ す.溝 口氏1)は 市 販 のTiて'2を 約70%H2～e、1に 溶 解 し,此 の 溶 液 よ りIJil:ノk分解 の 條 件 を

攣 えて3種 の チ ク ン酸 を沈 澱 させ た.そ う して此 の沈 澱 物 をlooecに 耳〔乞燥 した もの に就 いて,

CO瓦 斯 に依 る還 元 蝕及 び 一・」1還元 され た ものの 酸 化能 力 を系 統 的 に研 究 され,共 の結 果 とし

て オ ル ソチ タ ン酸 よ り造 つ たTiG2が 最 も還 元 され 堆 く,メ タ チ タ ン酸 とオ ル ソチ タ ン酸 との

混 含 物 よ り造 つ たTiO2が 最 も還 元 容 易 で あ る事,亦 一旦 還 元 され た もの を室 氣 中 で加 熱 す る

場 合,共 の還 元 着 色物 の晩 色速 度 は還 元 され難 き もの程 速 や か な る事 を見 川 され た.そ う して

以 上 の和異 は結 続 「Fi(>L)の結 品構 造 の ブ1ミ異 に起 因 す る もの とせ られ た、 原,君 の雨 氏2)は 溝n

氏 の 方 法 で 造 つ た3種 の 原 料 「riOL,1調 してCO瓦 斯 に依 る還 元 卒 衡 恒 数 の 測 定 よ り溝 口氏 の

研 究 を進 め られ,大 艦 溝 口氏 と同 一 の結1論 に蓬 せ 己,れた.華 者 等 は朴,原 爾 氏 の 研 究 と協 同 し

て 直 流 の 電 氣傳 導 芝の 湿 窒特 性 の測 定 よ1)同 一側 題 を取扱 い,之 に依 つ て チ タ ン磁 器焼 域 條 件

の 一 資 料 を得 ん と して研 究 を行 つ た.

 2.試 料 の作 製  (1)使 用 原 料 市 販 の 片 山及 び稻 髪ロ隈 品 のTio2並 に原,オ 姻 祇 の還 元

した もの を使 用 した.(2)原 料 の倒雌製 未 還元Tie2と して は市 販 品 を共 儘 使 用 した.還 元 チ

ク ンの 試 料 と して は電 氣 濾 中で8000Cで2時 間 ～{℃()瓦 斯 に 依 り還 元 され たTlO2を 使 用 しアこ.

(3)試 料 の 域 型 乾 燥1!!乏粉 状 の 原 料 .10ぎに水05ccを 加 へ,200 k9/Cn・2で1}li墜 成 型 しで直 程

約20111m,厚 さ約15mmの 圓 阪 朕 に域型 した,

 3.電 氣 抵 抗 測 定 法  L.A. i}u13ridg・3)の 直 流 塘 幅装 置 を組 立 て 使 用 した.

 4.試 料 の加 熱 装 置  テ コ ラ ンダ ム獲 熱髄 に依 る電氣 櫨 をイ乍 り電 極 に は 白金 板 を 使 用 した.

導 線 は櫨 申で は 白金 線 濾 外 で は 銅 線 を使 用 し,且 つ煽 杢 龍 を接 地 した.

 5・ 實 験 結 果 並 に 其 の考 察 (1)還 元 チ ク=・ア と表還 元 チ タ ニア の13000Cで 焼 固 した もの σ)

直 流 骸 積 固ff抵 抗 の 湿 度特 性,オ ノしソチ ク ン酸 よ り造 つたTi( 〉,}を還 元 してTio L966位 にな
  ノま

つ た もの をPressed Po、、 del・Mctho(1で3回1000℃ 迄 繰返 し測 定 した 後
,完 杢 に腕 色 した も

の を 略 々中 性 の寡 剛氣 中 で1300℃ で焼 固 しナこもの は ,常 温 よ り400℃ 附近 迄 大 龍 同 一.O抵 抗 値

を 示 し,7'・L・"～to(♪ou÷1( 9・S2cmで あ る.之 ぱW. Meyer4)の ε =・ 05～0.35 9.Vに 棚 當 す る.市

販 品 を同 一・條 件(末1量 元 の 儘)で 焼 固 した もの ば?' L・{o・(>1012ρ、lmで Σ=15～1.7c.Vに 相 當 す る,

(2)還 元 チ タ ニア の 直流 髄 積 固 有抵 抗 の 温度 特 性 と還元 及 び酸 化 の 難 易 性 との 關簾 製 造 條 件

                   (55)
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を異 に した3種 の"S'i{ }2の 還 元'k成 物 を同 一條1'{・で測 定加 熱 を 糾1巡 した場 合,第1回 の測 定 で

は還 元 最 も容 易 な 方 法 で造 つたTloL)の 遺元 宝成 物 が最 も大 き な電 身弍傅 導性 を有 し,還 元 難 の

方法 で造 つ たTio2の 還 元 生威 物が 最 も小 さな電 氣N∫導性 を現 わす.然 し,測 定 加 熱 を繰 返 す

時 は電 氣侍 導変 の ブくきな もの程 速 やか に電 氣傅 導 度 の 小 さな もの に近 す く.そ う して 電i氣博 導

度 の 小 さな もの も未 だ 充 分 に 叔 量元 の夫 よ り大 きな 電氣 傅 導 度 を有 す る.亦 各試 料 共 第1回 の

測 定 加 熱 に際 し肉眼 的 に は 完 杢 に腕 色 され て い る・(3)未 還 元 チ タ ニア並 に還元 生域 物 の直 流

船 積 固 有抵 抗 の 況 度特!V!iの再現IIIに 彙 て 同 一原料 て造 つ た試 料l!.同 一 の特 性 を示 す も異 な る

原 料 で遭 つた 試 料 は異 な るij"t"性を現 わす.そ う して 長逓 元 チ ク=ア は共 の抵 抗 劃 温 度 曲線1二於

て 約5σ0℃ 附 匠 に 一つ の 山 を 示 す9,の が あ るが,此 の 現 象 に關 して は 未 だ 不 明 で あ る.

 6.結 論 筆 者 へ玲は 土 記 の 如 くチ ク ン磁 器'11諏 材 料 方面 に使 用 す る湯 合 の既 成 條 件 の 影
                               へ

響 を研 究 して,本 實 『rに於 て は下il巳の事 ユylを1曜,か に な し得t:.(1)共 の 艮遷 條 件 に依 つ て相

當 還 元 困 ㍉〔で あ る 膿 二造 られ たTの2も 一r芝量元 起.'ll!を受 け る と,申 性'三辰附 氣 中 で 婁虻回 加i熱 し

て も共 の 捗[し た もの は 喰還元 の夫 に比 し,常 温 附近 で 相 常 大 きな電 氣 傅 導 性 を有 す る. (2)

還 元 容 易の 條 件で 造 つ たTK ,.)げ還 元 難 の方 法 で遭 つたTi(2よ1)還 元 に 依 つ て 容 易 に大 きな

電 氣博 導 度tt`現 わす が,亦 塞氣 中で 設 化す る事 に伏 り容 易に典 の電 氣N∫導 性 を減 少 して還 元 准

の 値 に接 近 す る.(3)還 元 チ タ ニア は 共 乃還 壇 ゑ こ慮 じ色 調 を異 にす るが,一 度 還 元1£理 を 受

け たTle2は 腕 色 して も電 氣偲 導度 ば未 還 元 の もの に比 し大 きい.

 以Lの 研 究 に於 て 厭,測 定は 粉 末法 に依 つ たが,之 は粒 子 棚 五 及 び粒 了 と電 極 岡 の 接 濁抵{充

等 を 更 に槍 討 しな1・ナれ ば 物 質肪 有 の恒1.斐とは 見f故し得 な い と思 わ れ る.筆 者 等0凝 易合 交 流 法 等

に依?て 更に梅 討 す る 嘱が 出 来なか つ た の で,實 騎 中 は特 に 同 一一條 件 を保 ち,斯 くして測 定 度

値 は概 ね 再現'「llのあ る もの を得 た の で,此 の測 定 結 果 孝我 々の 實!;愈に特 有 な 比較 値 と見 微 して

上 述 の結1川 を揮鼻い たの で あ る.
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        ガ ラスの電 氣化 學 的 性 質 につ い て

           嶺 正 男 ・ill手 有 ・野 村 宏 治

 ガ ラ スの 本 質 を 明 らか に す る ため の基 礎 的 研究 を行 つて い る内,興 味 あ る現 象 に氣 付 い アこの

で,こ れ に聞 す る實1賢の 要 黙 を報 告す る・

 賀.鳶 1.耐 火粘1二製 圓 筒 型」』i【'禍(内径41・m,深 さ5em)にNa2「}・2 一: i( )L)な る組 成 の ガ ラ

ス粉,長(タ ・fラ…100番 節下)を'充 し,太 さ0.4mmの ドi金線2本 を,そ の1本1∬lr禍 の壁 に

                  (56)


